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札
幌
市
内
に
居
住
の
北
山
修

三
、
松
岡
修
也
両
兄
の
地
で
ク
ラ

ス
会
を
開
催
し
た
。
福
岡
か
ら

西
村
隆
夫
、
名
古
屋
よ
り
高
村
博

三
、
東
京
は
鈴
木
本
一
郎
、
岡
田

国
雄
、
秋
山
正
弘
の
諸
兄
が
集
ま

り
、
一
年
ぶ
り
の
再
会
の
な
か
、

ご
当
地
の
美
味
を
存
分
に
食
し
て

の
会
食
や
、
ま
た
紅
葉
の
盛
り
を

迎
え
た
豊
平
峡
、
支
笏
湖
な
ど
の

景
勝
地
へ
２
０
０
㎞
超
の
ド
ラ
イ

ブ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
懐
か
し
い

学
生
時
代
か
ら

現
況
ま
で
の
話
も

尽
き
な
く
、
旧
交

を
温
め
た
思
い
出

深
い
３
日
間
で
し

た
。

　

77
歳
喜
寿
の
年
55
会
が
や
っ
て

き
た
。
か
ね
て
か
ら
打
ち
合
わ
せ

通
り
、
集
ま
っ
た
精
鋭
17
名
、
何

か
よ
い
こ
と
を
や
ろ
う
ヨ（
何
時

も
や
っ
て
る
け
ど
）、
と
の
一
言
で

学
校
の「
１
３
５
周
年
記
念
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
寄
付
を
す
る
ゾ
と

た
ち
ま
ち
意
見

一
致
、「
１
９
５
５

年
卒
経
済
Ｃ
組

55
会
」名
で
さ
さ

や
か
金
一
封
を
寄

贈
、
気
分
の
良
い

55
会
で
し
た
。

　

私
達
は
戦
後
十
年
の
池
袋
に

　

立
教
大
学
第
一
食
堂
に
て
総
勢

1
7
7
名
の
出
席
の
も
と
創
立
35

周
年
の
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

　

経
済
学
部
井
上
雅
雄
ゼ
ミ
第

13
回
同
窓
会
が
12
月
５
日（
土
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
32
名
の
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
３
名
の
子
供
た
ち
と

多
く
の
現
役
生
が
出
席
し
、
先
生

と
の
久
し
ぶ
り
の
懇
談
で
あ
っ
と

い
う
間
の
３
時
間
で
し
た
。
井
上

ゼ
ミ
は
こ
れ
ま
で
２
０
０
名
を
超

え
る
ゼ
ミ
生
を
送
り
出
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
１
年
で
先
生
が
定

年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
今
後

　

一
年
半
振
り
に
３
回
目
の
ク
ラ

ス
会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
、
卒
40
周
年
・
卒
50
周
年
に
合

わ
せ
て
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

も
っ
と
頻
繁
に
と
い
う
こ
と
で
２

年
続
け
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
出
席
者
は
27
名
。
今
回
は
小

樽
か
ら
北
村
君
が
、
関
西
か
ら
山

内
君
が
初
参
加
し
、
病
の
癒
え
た

稲
垣
君
も
富
山
か
ら
上
京
す
る

な
ど
、
再
会
の
輪
も
広
が
り
、
近

況
報
告
か
ら
懐

旧
談
ま
で
話
題

の
尽
き
ぬ
ま
ま

想
い
を
次
回
に

残
し
て
散
会
し

ま
し
た
。

　

穏
や
か
な
初
冬
の
夕
暮
、
参
加

人
数
は
ご
夫
人
も
含
め
16
名
。
ゴ

　

定
例
総
会
兼
忘
年
会
を
開
催

し
ま
し
た
。「
前
年
の
忘
年
会
に

定
刻
通
り
来
た
と
こ
ろ
、Ｋ
君
と

二
人
き
り
で
１
時
間
以
上
誰
も
来

な
く
て
寂
し
か
っ
た
か
ら
」と
い

う
子
供
じ
み
た
理
由
で
わ
ざ
と
１

時
間
以
上
遅
れ
て
来
た
今
井
前

会
長
に
非
難
が
集
中
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
回
こ
そ
田
所
新
会
長

か
ら
力
づ
く
で
会
長
の
座
を
奪
回

し
よ
う
と
い
う
今

井
前
会
長
の
壮

大
な
野
望
は
海
の

も
く
ず
と
消
え

去
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。

　

昨
年
に
続
き
小
林
昇
名
誉
教

授
の
93
歳
の
誕
生
日
を
お
祝
い
す

　

大
阪
か
ら
東
京
に
は
来
た
が

他
用
件
の
予
定
超
過
で
出
席
で

き
な
か
っ
た
人
が
い
た
も
の
の
、

名
簿
漏
れ
の
人

が
名
乗
り
出
て

く
れ
た
り
で
、
新

潟
、
首
都
圏
の
25

名
が
土
曜
午
後

の
一
刻
を
共
に
過

ご
し
た
。
今
年
も

６
月
開
催
予
定

だ
。

も
一
層
充
実
さ

せ
て
い
こ
う
と

誓
っ
て
盛
会
の

う
ち
に
散
会
し

ま
し
た
。
今
年

も
皆
さ
ん
ご
参

加
下
さ
い
！

　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
木
々
が
紅
葉
し

た
11
月
７
日
、
卒
業
40
年
を
来
年

に
控
え
て
８
人
は
正
門
に
集
っ

た
。
若
か
り
し
頃
の
面
影
を
残
し

た
皆
は
一
瞬
に
時
の
隔
た
り
を
埋

め
て
大
学
生
活
の
思
い
出
が
今
に

残
っ
て
い
る
事
を
確
認
し
た
。
法

１
Ａ
組
の
皆
さ

ん
、
平
成
22
年

の
秋
は
立
教

で
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。

　

こ
こ
２
年
、
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
・

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館
で
ク
ラ
ス

　

折
悪
し
く
低
気
圧
の
接
近
で

朝
か
ら
激
し
い
雨
に
見
舞
わ
れ
た

57
回
を
数
え
る
「
五
三
会
」が
、
母

校
立
教
大
学
前
の
リ
ビ
エ
ラ
東
京

（
旧
白
雲
閣
）で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

岸
和
田
市
か
ら
参
加
の
清
水

君
は
じ
め
老
い
を
感
じ
さ
せ
ぬ

17
名
は
、
近
況
報
告
や
趣
味
の

話
に
盛
り
上
が
り
、
ま
た
司
会
の

神
子
君
よ
り
欠
席
者
の
返
信
が

一
通
々
々
披
露
さ
れ
、
締
め
は
応

援
団
Ｏ
Ｂ
の
信
田
君
の
リ
ー
ド
で

「
栄
光
の
立
教
」を
斉
唱
、一
次
会

は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

尚
、
58
回
か
ら

60
回
迄
の
幹
事

は
、
松
田
、
神
子
、

加
藤
の
三
君
に
決

ま
り
ま
し
た
。

　

11
回
目
の
ク
ラ
ス
会
を
開
催
致

　

卒
業
以
来
初
め
て
の
ク
ラ
ス
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
顔
を
合
わ
せ

る
の
は
24
年
ぶ
り
で
し
た
が
、
37

人
中
20
人
が
集

ま
り
、
懐
か
し

さ
に
話
が
弾
み

ま
し
た
。
そ
の

場
で
２
０
１
０

年
の
幹
事
も
決

ま
り
、
次
回
の

再
会
を
約
束
し

ま
し
た
。

し
ま
し
た
。
現
役
生
・
現
役
生
の

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
を
ゲ

ス
ト
に
迎
え
、
家
族
で
の
参
加
も

多
数
あ
り
、
お
子
さ
ん
に
も
楽
し

ん
で
頂
け
る
趣
向
を
凝
ら
し
た
、

懐
か
し
く
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
役
生
の

活
動
も
総
勢
60
名
を
超
え
、
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い

る
と
の
報
告
も

あ
り
、40
周
年
・

50
周
年
と
こ
の

絆
を
大
切
に
ま

た
集
え
れ
ば
と

思
え
る
会
に
な

り
ま
し
た
。

ま
だ
闇
市
が
あ
っ
た
昭
和
30
年
に

社
会
学
部
H
組
に
入
学
し
た
仲

間
で
す
。
３
年
前
の
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
で
は
古
希
の
集
い
を
行

い
、
そ
の
時
の
写
真
は
メ
ン
バ
ー

の
片
岡
君
の
尽
力
で
、
雑
誌
「
財

界
」07
年
新
年
号
に
「
H
組
の
愉

快
な
仲
間
」と
し
て
掲
載
さ
れ
、

卒
年
50
周
年
に
は
例
年
の
通
り

時
計
台
の
下
に
元
気
で
集
ま
る

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。
誓
い
通
り

集
ま
っ
た
20
名
の
写
真
が
こ
れ
で

す
。
私
達
は
毎
年
こ
の
日
を
ク
ラ

ス
会
と
し
、
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ

ヤ
青
春
を
懐
か
し

ん
で
い
ま
す
。
次

の
元
気
目
標
を
5

年
後
と
し
、
校
歌

を
斉
唱
し
散
会
し

ま
し
た
。

ル
フ
組
が
少
し
遅
れ
て
参
加
し
た

が
本
年
も
喜
寿
と
は
思
え
ぬ
元

気
な
顔
ぶ
れ
が
集
ま
っ
た
。
東
京

駅
に
近
い
会
場
に
て
開
催
。
地
方

か
ら
も
都
内
か
ら
も
交
通
の
便
は

よ
か
っ
た
。富
澤
君
持
参
の
校
歌
、

応
援
歌
、一
世
を
風
靡
し
た
先
輩

の
懐
メ
ロ
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
会
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
、

堀
内
会
長
、水
越
、

栗
原
幹
事
の
お
世

話
に
感
謝
し
つ
つ

次
回
を
約
し
散

会
し
ま
し
た
。

会
を
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

年
は
秋
の
日
向
路
薩
摩
路
で
15

名
の
参
加
が
あ
り
砂
蒸
し
温
泉

な
ど
を
満
喫
し
来
秋
の
再
会
を

約
束
い
た
し
ま

し
た
。
今
日
参

加
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
級
友

の
集
ま
り
を

期
待
い
た
し
ま

す
。

る
と
の
趣
旨
を
兼
ね
て
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
本
年
は
、仙
台
、

富
山
、
浜
松
よ
り
の
遠
来
者
を
含

め
24
名
と
過
去
最
多
の
出
席
者

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
９
名
の

初
参
加
者
は
、
卒
業
以
来
の
先
生

と
の
対
面
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

感
慨
深
い
想
い
を
語
っ
て
お
り
ま

し
た
。
約
２
時
間
の
歓
談
で
し
た

が
、
先
生
の
お
元
気
な
お
姿
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
有
意
義
な
ひ
と

時
で
し
た
。
次

回
に
も
多
数
の

参
加
を
期
待

し
て
お
り
ま
す

の
で
ゼ
ミ
卒
業

生
の
連
絡
を
お

待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

し
ま
し
た
。

　

当
日
の
出
席
者
数
は
今
迄
の

中
で
も
少
な
く
13
名
で
し
た
。
少

数
は
少
数
な
り
に
和
や
か
な
雰

囲
気
の
内
に
閉
会
と
な
り
ま
し

た
が
、
何
と
は
な
い
物
足
り
な
さ

か
ら
か
、
来
年
の
ク
ラ
ス
会
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
と
な
り
、
来
年

は
喜
寿
を
迎
え
る
年
と
な
る
の

で
、“
お
互
同
志
喜
寿
を
祝
う
会
”

と
し
、
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
に
声

を
掛
け
合
っ
て
有
意
義
な
会
に

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
お
互
い
の
健
康
を
祝
い
合
う

た
め
、
是
非
ご
都
合
を
合
わ
せ
て

一
堂
に
会
し
盛
会
に
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
千
布　

記
）

S
T

.
P

A
U

L
'

S
 

A
L

U
M

N
I

（
岩
澤　

記
）

（
山
嵜
正
明　

記
）

（
遠
藤
誠　

記
）

藤
原
０
３
・５
７
０
６・８
５
５
０

遠
藤
０
４
６
６・７
７
・７
２
６
７

（
97
年
卒　

太

田
哲
也　

記
）

ご協力お願い申し上げます 。 

　今回同封の振込用紙にてご入金をお願いします。
振込用紙を紛失された方は校友会事務局までご連絡
ください。

納入方法について

維持会費は一口3,000円以上で
　会員の皆様には一人一口3,000円以上での納入
をお願いしております。

　校友会ではこの「セントポール」誌発行をはじめ、
様々な校友会の活動をご支援いただくため、維持会費
の納入をお願いしております。昨年度は約5,000件・
約 1,800 万円のご協力をいただきました。これか
らの校友会発展のためにもどうぞご支援をよろしく
お願い申し上げます。

維 持 会 費 納 入

「
校
友
の
広
場
」掲
載
希
望
の
方
は
、(1)
文
字
数
2
0
0
文
字
ま
で︵
出
席
者
の
お
名
前
を
含
む
︶ 

(2)
写
真
１
枚︵
パ
ノ
ラ
マ
不
可
︶を
下
記
ま
で
送
付
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
投
稿
く
だ
さ
い
。あ
て
先 

〒
１
７
１
‐
８
５
０
１
東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
３
‐
34
‐
１ 
「
立
教
大
学
校
友
会 

会
報
担
当
係
」 

メ
ー
ル「
k
o
y
u
@
g
r
p
.
r
i
k
k
y
o
.
n
e
.
j
p
」

ク
ラ
ブ
・
ゼ
ミ

（
等
々
力　

記
）

【
出
席
者
】

鵜
川
寿
男

木
暮
孝
夫

瀧
野
良
昭

千
布
英
彦

松
尾
藤
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
【
出
席
者
】　

赤
羽
根　

加
藤　

神
子　

北
岡　

後
藤　

佐
藤
昌
二
郎

清
水　

土
屋　

藤
堂　

名
倉　

信
田　

藤
巻

松
尾　

松
田
治
夫　

松
田
昌
彦　

山
田　

石

田

赤
川
浩
一

大
木
芳
雄

小
森
谷
進

竹
内　

進

橋
本
正
一

松
崎
昭
雄

一
井
康
夫

北
崎
詔
彦

鈴
木
三
郎

田
中　

豊

廣
田
淳
一

渡
邊
康
行

（
秋
山　

記
）

（
齋
藤
（
義
）　

記
）

（
大
滝
仁　

記
）

（
37
営　

宮
崎　

記
）

【
出
席
者
】石
川　

今
井　

内
山　

大
滝

風
間　

田
所　

星　

森
田

（
箕
浦　

記
）

（
加
藤　

記
）

（
石
田　

記
）

【
出
席
者
】中
馬　

橋
本　

株
本　

中
島

中
尾　

南
条　

萩
原（
フ
ァ
ミ
リ
ー
5

名
）　

宮
田（
北
川
）　

福
満（
飯
塚
）　

伊
藤（
庵
原
）

〈
当
番
幹
事
〉　

株
本
武
司　

中
尾
義
孝

【
出
席
者
】（
31
）内
田　

大
木　

倉
田　

沼
田　

平
井　

古
藪　

吉
川
、（
32
）池

谷　

諌
山　

伊
藤
帆　

菅
頭　

根
木
、

（
33
）
青
木　

星　

米
津
、（
34
）
西
田
、

（
35
）金
子
厚
、（
37
）上
吉　

杉
本　

林

三
浦　

宮
崎
、（
38
）小
林
、（
39
）安
永
、

（
40
）榎
本

（
中
尾　

記
）

【
出
席
者
】 （

幹
事
代
表　

定
方　
記
）

【
出
席
者
】

伊
藤
久
美
子

飯
島
千
穂

粂
川
好
男

嵯
峨
創
平

高
村
健
志

芳
賀
美
穂

安
藤
久
義

近
藤
美
季

佐
藤
由
美
子

星
沢
み
ど
り

定
方
信
雄

東　

靖
人

細
谷
妙
子

森
本
真
弓

小
宮
朝
子

土
肥
幸
子

斎
藤
佳
代
子

鈴
木　

朗

松
下
兼
久

渡
辺　

宏

【
出
席
者
】

稲
垣
孝
男

川
島
正
行

槫
林
芳
雄

染
谷
誠
一
郎

西
巻　

徹

矢
野
良
雄

【
出
席
者
】

椎
橋
利
次

富
澤
三
郎

堀
内
實
三

箕
浦
卓
夫

【
出
席
者
】

長
谷
川
享
志

加
藤
勝
久

益
田　

要

鈴
木
通
正

石
井
敦
夫

岩
澤　

博

川
村
孝
雄

小
松
崎
鉄
郎

富
井
敏
行

松
井
富
士
男

栗
原
正
司

鈴
木
春
男

野
口
栄
一

真
野
美
津
子

三
浦
夫
妻

塩
谷
悟
郎

堀
江　

公

小
林
保
信

宮
戸
達
郎

鳥
海
寿
夫

伊
藤　

浩

小
田
桐
鉄
三

片
岡
直
公

貴
志
隆
男

佐
野
文
彦

西
室
璋
二

村
瀬　

峻

佐
藤
四
郎

茅
根
重
彦

藤
井
夫
妻

水
越
有
造

吉
澤
忠
一
郎

原
川　

暢

加
瀬
英
夫

近
藤
義
徳

大
森
忠
信

【
写
真
は
前
列
の
左
か
ら
、
藤
田
、
齋
藤

（
義
）、
深
井
、
稲
田
、
後
列
は
同
じ
く
小
林
、

齋
藤
（
俊
）、
渡
辺
、
山
倉
で
す
。

ク
ラ
ス
・
同
窓サ

リ
ュ
コ
パ
ン

'09
・
10
・
23

池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス

'09
・
11
・
7

丸
の
内
デ
ィ
ン
ド
ン

日
本
ビ
ル
店

'09
・
11
・
9

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

芙
蓉

'09
・
11
・
17

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

'09
・
7
・
4

日
比
谷
公
園
内

松
本
楼

'09
・
10
・
9

池
袋
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン

'09
・
10
・
25

リ
ビ
エ
ラ
東
京

'09
・
11
・
11

北
海
道
札
幌

'09
・
10
・
13
〜
15

南
九
州

'09
・
11
・
16
〜
18

浅
草　

三
岩

'09
・
12
・
30

池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス

'09
・
12
・
5

梅
の
花

大
泉
学
園
店

'09
・
10
・
10

第
一
食
堂

'09
・
10
・
24

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

'09
・
6
・
13

1
9
5
5
年
卒
経
済
Ｃ
組
55
会

昭
和
45
年
卒
業　

法
１
Ａ
組

昭
和
31
年
卒
「
あ
い
き
ょ
う
会
」

昭
和
31
年
卒
経
済
学
科
Ｋ
組
ク
ラ
ス
会

昭
和
56
年
入
学
社
会
学
科
Ｂ
組
ク
ラ
ス
会

昭
和
28
年
入
学
文
学
部
G
組
ク
ラ
ス
会

卒
業
50
周
年
を
祝
う
昭
34
年
卒
社
会
学
部
H
組
ク
ラ
ス
会

第
57
回
「
五
三
会
」（
昭
和
25
年

入
学
経
済
学
科
Ａ
組
同
窓
会
）

昭
和
37
年
卒
社
Ｂ
組
「
古
希
南
九
州
ク
ラ
ス
会
」

昭
和
33
年
卒
経
営
学
科
Ｉ
組
ク
ラ
ス
会

昭
和
61
年
度
卒
体
育
会
紫
の
会

井
上
ゼ
ミ
同
窓
会

小
林
ゼ
ミ
第
5
回
懇
親
会

レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

米
田
ゼ
ミ
の
会

合
田

木
元

大
庫

谷
内

斉
藤

堀北村
柴
田

等
々
力

武
部

赤
池

稲
垣

山
村

関
川

山
志
田

安
藤

深
澤

瀬
尾

辻
野

芟
花

山
内

鈴
木

福
島

神
田

小
野

石
山

勝
又

奥
田
（
旧
姓
堀
池
）
富
男


